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表３－４ 生産工程用蒸気ボイラーを設置している事業所の比率（1995年）

（１ｔ／ｈ以上の蒸気ボイラーを設置している事業所）

ただし 「石油等消費構造統計表」での蒸気ボイラー設置事業所は、１ｔ／ｈ、

以上のボイラー設置事業所であり、300 以下のＭＧＴ－ＣＧＳが可能となっ

た場合、より小規模なボイラーを設置している事業所も導入対象になると考え

られる。

そこで、以下に示すように１ｔ／ｈ未満のボイラー設置数も、１ｔ／ｈ以上

と同じ程度のオーダーの基数が存在すると考えられるので、ボイラー設置事業

所数の比率を２倍に設定した（表３－５ 。）

・１ 以上のボイラー設置数 25,042基（ 石油消費構造統計 ）「 」

・１ 未満のボイラー数 約23,000基（平成７年）

（「 ）ボイラー年鑑の伝熱面積10～30㎡に相当するボイラー数より推計

また、30人未満の事業所の比率は、30～49名事業所を同一とした。
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表３－５ 生産工程用蒸気ボイラーを設置している事業所の比率（1995年）

（１ｔ／ｈ未満の蒸気ボイラーを設置している事業所も含めた場合）

以上により算定した、工程用蒸気ボイラー設置事業所数は、表３－６に示す

ようになる。

表３－６ 工程用蒸気ボイラー設置事業所数（1995年）

表３－７に各製造業における業種別の従業員当たりの電力需要の原単位を示

す。これを用いて、各業種における電力規模別の事業所に区分をし直すと、

表３－８のようになる。


